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循環をつなぐ半世紀、未来を紡ぐ紙リサイクル第7回

（公財）古紙再生促進センター
専務理事

川上正智

雑がみ掘り起こしへ！
～紙リサイクルを取り巻く課題解決へ向けて～

「
創
成
・
拡
大
・
変
革
」

50
年
が
紡
い
だ
資
源
循
環
の
軌
跡

　

本
誌
が
創
刊
50
周
年
記
念
号
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
同
様
に
約
半
世
紀
の
歴
史
を

歩
ん
で
き
た
古
紙
再
生
促
進
セ
ン
タ
ー
と

日
本
の
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
軌
跡
を
振
り
返

り
た
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
１
９
７
４
年
の
創
立
以

来
、
紙
ご
み
問
題
や
古
紙
の
需
給
不
均
衡

な
ど
、
時
代
ご
と
に
異
な
る
課
題
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
そ
の
時
々
の
社
会
・
経
済
・

環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
資
源
循

環
型
社
会
形
成
の
下
支
え
に
努
め
て
き
た
。

50
年
の
時
を
経
て
、
多
く
の
関
係
者
の

方
々
の
尽
力
に
よ
り
２
０
２
４
年
に
は
日

本
の
古
紙
回
収
率
は
81
・
７
％
、
古
紙
利

用
率
も
66
・
６
％
と
い
う
世
界
有
数
の
水

準
に
到
達
し
た
。
こ
れ
は
市
民
の
方
々
の

高
い
環
境
意
識
は
も
と
よ
り
、
紙
リ
サ
イ

ク
ル
に
携
わ
る
全
て
の
関
係
者
、
そ
し
て

道
を
切
り
拓
い
て
き
た
業
界
の
先
達
の
尽

力
の
賜
物
で
あ
る
。

　

こ
の
期
間
に
お
け
る
日
本
の
紙
リ
サ
イ

ク
ル
の
歩
み
は
、「
３
つ
の
時
代
」
に
大

別
で
き
る
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
９

０
年
代
ま
で
は
、
高
度
経
済
成
長
の
影
で

都
市
ご
み
問
題
が
深
刻
化
し
、
国
内
資
源

と
し
て
の
古
紙
の
有
用
性
が
再
認
識
さ
れ

た
時
代
で
あ
っ
た
。
紙
・
板
紙
消
費
が
急

増
す
る
中
、
回
収
と
利
用
の
両
輪
を
ス

ム
ー
ズ
に
回
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
、行
政
・

業
界
・
市
民
の
三
者
連
携
に
よ
る
紙
リ
サ

イ
ク
ル
促
進
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
が

進
ん
だ
。
一
方
、
１
９
９
０
年
代
後
半
に

は
、
国
内
需
要
を
超
え
る
古
紙
回
収
が
進

み
、
古
紙
余
剰
問
題
が
表
面
化
し
た
こ
と

で
、
国
内
完
結
型
か
ら
国
際
需
給
連
動
型

へ
の
転
換
が
始
ま
っ
た
。

　

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
中
国
な
ど

ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
古
紙
輸
出
が
急
増
し
、

国
内
の
需
給
や
品
質
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

よ
う
に
な
っ
た
。
回
収
・
消
費
・
輸
出
の

量
は
い
ず
れ
も
２
０
０
０
年
代
前
半
に

は
、
か
つ
て
な
い
高
水
準
に
達
し
た
が
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
は
一
転
し
て

紙
・
板
紙
生
産
量
が
減
少
、
古
紙
消
費

も
減
退
傾
向
を
示
し
た
。
一
方
で
、
世

界
的
な
環
境
規
制
の
強
化
や
中
国
に
よ

る
固
形
廃
棄
物
輸
入
禁
止
な
ど
が
相
次

ぎ
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル
は
「
国
際
資
源
循

環
」
や
「
環
境
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」

の
文
脈
で
語
ら
れ
る
局
面
を
迎
え
た
。

　

２
０
２
０
年
代
は
、
さ
ら
な
る
人
口

構
造
の
変
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
行
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
紙
・
板
紙
の

需
要
構
造
も
変
化
す
る
一
方
、
ア
ジ
ア

諸
国
に
お
け
る
段
ボ
ー
ル
原
紙
等
の
需

要
増
加
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
、
古
紙
の

国
際
的
な
資
源
循
環
の
枠
組
み
も
大
き

く
変
容
、
複
層
化
し
て
お
り
、
わ
が
国

の
紙
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
国
内
資
源
自
律

性
の
確
保
と
国
際
的
な
資
源
循
環
変
化

と
の
両
立
が
求
め
ら
れ
る
、
歴
史
的
な

大
転
換
点
に
あ
る
。

50
年
の
歩
み
か
ら
飛
び
立
つ
未
来
図

　

今
後
も
紙
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

維
持
に
は
、
安
定
供
給
と
品
質
確
保
が

不
可
欠
で
あ
り
、
古
紙
は
「
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
グ
ッ
ズ
」
と
し
て
そ
の
存
在
意

義
を
ま
す
ま
す
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

古紙回収率・利用率の推移古紙回収・消費・輸出量の推移
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る
。
環
境
負
荷
低
減
と
経
済
性
を
両
立
す

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
循
環
型

社
会
の
実
現
に
向
け
、
当
セ
ン
タ
ー
と
し

て
も
公
益
的
な
使
命
を
果
た
し
て
い
く
決

意
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
創
立
半
世
紀
の
節

目
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
の
紙
リ
サ
イ
ク

ル
は
次
の
半
世
紀
に
向
け
て
何
を
す
べ
き

か
、
何
を
目
指
す
べ
き
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
者
か
ら
お
話
を
お
伺
い
し
、
皆
様
と

と
も
に
将
来
を
考
え
る
「
た
た
き
台
」
を
、

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
５
０
・

共
創
共
生
」
と
し
て
昨
年
公
表
し
た
。

　

一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
解
決
に

向
け
た
布
石
は
２
０
３
０
年
ま
で
が
ラ
ス

ト
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
そ
の
影
響
が
未
来

の
可
能
性
を
左
右
す
る
と
言
わ
れ
る
時
代

に
あ
る
が
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
課
題
解

決
を
念
頭
に
置
い
た
事
業
を
通
じ
、
本

年
度
は
新
た
に
中
期
的
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

「T
ow

ards 2030 &
 Beyond

」
を
策
定

し
た
。
紙
リ
サ
イ
ク
ル
が
大
転
換
期
を
迎

え
る
中
で
、
公
益
的
な
古
紙
再
生
促
進
セ

ン
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
の
大
切
な
使
命
の
一

つ
と
し
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

そ
の
諸
課
題
の
中
で
も
特
に
重
要
視
し

て
い
る
の
が
、「
雑
が
み
掘
り
起
こ
し
」

で
あ
る
。
今
後
求
め
ら
れ
る
紙
リ
サ
イ
ク

ル
は
「
資
源
の
再
利
用
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
域
を
つ
な
ぎ
直
し
、
社
会
的
共
通
資
本

と
し
て
地
域
に
根
差
す
新
た
な
社
会
基
盤

へ
と
再
定
義
す
る
視
座
で
あ
る
。
多
世
代

共
生
や
地
方
創
生
の
再
設
計
と
い
っ
た
社

会
変
化
に
対
し
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル
業
界
は

静
観
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
共
創
の
担

い
手
と
し
て
前
面
に
立
つ
必
要
が
あ
る
。

　

紙
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
人
が
書
き
、
読

み
、
包
み
、
そ
し
て
人
の
手
を
介
し
て
循

環
す
る
。
紙
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
業
界
は
い

ま
、「
原
料
供
給
者
」
か
ら
「
地
域
共
創
者
」

へ
と
進
化
で
き
る
か
の
岐
路
に
あ
る
。
全

国
の
自
治
体
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計

画
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
が
広
が

り
、
環
境
基
本
計
画
を
通
じ
て
循
環
型
社

会
、
脱
炭
素
、
地
域
共
生
、
市
民
参
加
と

い
っ
た
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

れ
ら
は
「
雑
が
み
掘
り
起
こ
し
と
高
い
親

和
性
」
を
持
ち
、
地
域
連
携
を
深
め
る
絶

好
の
機
会
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
次
世
代
を

担
う
若
者
の
参
画
と
連
携
を
通
じ
、
紙
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
理
解
と
行
動
を
育
む

こ
と
が
、
持
続
可
能
性
の
基
盤
と
な
る
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生
主
体
の
啓
発
イ

ベ
ン
ト
や
地
域
活
動
、
環
境
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
べ
く
、

若
者
が
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
循
環
型
社

会
を
意
識
で
き
る
機
会
づ
く
り
も
拡
充
し

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

循
環
の
道
を

と
も
に
こ
れ
か
ら
も

　

こ
う
し
た
姿
勢
は
、
１
９
７
５
年
に
創

刊
さ
れ
た
本
誌
・
月
刊
「
廃
棄
物
」
の
理

念
と
も
深
く
通
じ
て
い
る
。
創
刊
時
に
語

ら
れ
た
「
ご
み
に
光
を
あ
て
る
」
と
い
う

言
葉
は
、
現
在
の
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
に
お

い
て
も
ま
っ
た
く
色
あ
せ
て
い
な
い
。
あ

え
て
「
廃
棄
物
」
と
い
う
言
葉
を
冠
し
た

誌
名
に
は
、
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
問
題
に

真
っ
直
ぐ
に
向
き
合
う
覚
悟
と
、
偏
見
を

乗
り
越
え
、
社
会
的
意
義
を
再
定
義
し
よ

う
と
す
る
強
い
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

本
誌
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
、
単
な

る
啓
発
に
と
ど
ま
ら
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
わ
る
全
て
の
担
い
手
へ
の
エ
ー
ル
で
あ

り
、
そ
の
精
神
は
、
い
ま
も
私
た
ち
の
活

動
の
背
中
を
押
し
続
け
て
い
る
。
常
に
先

駆
的
な
視
座
を
持
ち
、
社
会
に
必
要
な
問

い
を
投
げ
か
け
続
け
て
き
た
本
誌
が
、
今

後
も
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
未
来
と
と
も
に
歩

み
続
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
、
敬
意
と
期

待
を
お
伝
え
し
た
い
。

　

世
界
が
循
環
型
経
済
へ
加
速
す
る
中
、

環
境
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
循
環
な
き

経
済
は
有
害
で
あ
り
、
経
済
な
き
循
環
は

幻
想
で
あ
る
」、
即
ち
環
境
配
慮
の
取
り

組
み
と
経
済
成
長
を
両
立
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
諸
課
題
を
「
持

続
的
な
社
会
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
世
の

中
に
問
う
時
代
に
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
紙

リ
サ
イ
ク
ル
を
取
巻
く
課
題
へ
の
対
応
は
、

製
紙
・
古
紙
業
界
に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
マ
ル
チ
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
が
改
善
で
き
る
技
術
や
意
識

改
革
を
総
動
員
し
て
、
全
体
最
適
を
議
論

す
べ
き
時
期
に
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
も
資

源
循
環
型
社
会
形
成
に
関
す
る
連
携
・
協

働
の
つ
な
ぎ
手
と
し
て
努
力
し
て
い
く
所

存
で
あ
る
。

出所：古紙再生促進センター

「サステナブルチャレンジ2050・
共創共生」

「Towards 2030 ＆ Beyond」


